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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章

広告
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令和元年度全国獣医師会会長会議開催される
　令和元年度全国獣医師会会長会議が10月４日（金）午後２時から、東京都千代田区のホテルルポール麹町
において開催されました。
　会議では、冒頭、主催者として藏内勇夫日本獣医師会会長、続いて北村直人日本獣医師会顧問（日本獣医
師連盟委員長）が挨拶をしました。
　常設議長の任期は今年度の日本獣医師
会の総会までとなっていたため、藏内会
長は、これまで常設議長を３期６年務め
た髙橋三男会長を改めて指名しました。
副議長は和歌山県の玉井公宏会長が指名
されました（任期は令和３年の日本獣医
師会通常総会まで）。髙橋会長は就任の
挨拶をして議事に入りました。

　議事では、まず「説明・報告事項」として①北海道胆振東部地震に関する件、②2019動物感謝デーin 
JAPAN“World Veterinary Day”に関する件、③獣医学術学会年次大会に関する件、④2022アジア獣医師
連合（FAVA）大会に関する件、⑤特別委員会に関する件、⑥部会委員会に関する件、⑦当面の課題への
対応方針（ロードマップの策定）に関する件、⑧獣医学術地区学会に関する件、⑨マイクロチップ登録料に
関する件、⑩その他の報告・連絡事項について説明と報告がありました。
　その後は、連絡事項として当面の主要会議等の開催計画に関する件、日本獣医師連盟の活動報告について
説明がありましたが、髙橋会長は議長として、限られた時間の中で各地方会会長から有意義な質問や意見を
引き出すとともに、執行部から適切な回答を得るために、最適な対応者を指名するなど、円滑な運営に務め
ました。
　最後に豚コレラの発生について岐阜県からの発言を受け、埼玉県から中村副会長が会を代表して埼玉県の
発生状況の経緯を説明し、その後、鴻巣専務理事が現場対応の厳しい状況などを詳細に説明して議事は終了
しました。
　会議終了後は午後５時から、同ホテルにおいて事業推進懇談会が開催されました。

主催者挨拶をする藏内勇夫日本獣医師会会長

議長就任の挨拶をする髙橋三男埼玉県獣医師会会長
左は副議長の玉井公宏和歌山県獣医師会会長
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第２回　獣医事調査委員会

　令和元年10月16日（水）午後１時30分から、さいたま市「埼玉県農業共済会館」会議室において次の事項
を協議した。
１　会長挨拶
　６月の総会後、７月には合同会議でお集まりいただいた。その後は初めての委員会となる。全国的に動物
病院の60%は一人で経営している、地域から選出されている委員の皆様には貴重な時間を割いて出席してい
ただいてる。この点については監事からも指摘をされている。理事会は決定機関であり理事には手当も出て
いるため、時間をかけて審議をしなければならない。しかし、委員会については、事前に委員長からメール
等で情報提供をしていただき、会議は短時間で効率的な運営をして、午後の限られた時間を有効に使ってい
ただくようお願いする。そのためにも、委員長には事前に手当を支給しているのでよろしくお願いしたい。
２　協議事項
　⑴　新入会員の審査について
　　 　入会申込みのあった、開業部会６名（新規２名、転入４名）及び勤務部会14名（新規12名、転入２名）

について審査し、全て適切なものとして、理事会に付議することとなった。
　⑵　その他
　　　会員規程の改正について検討案が説明され、今後、関係委員会や理事会で協議していくこととなった。

会 務 報 告

広告
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西支部長　別部　博司
学術委員　竹島　昌俊

　西支部では、11月24日（日）に日本小動物医療センター眼科　小野啓先生をお招きして「眼科の緊急疾患
～角膜疾患と緑内障」の演題で学術講習会を開催します。特に日常診療に役立つポイントをわかりやすく例
にとりながら詳しく教えていただきたいと思います。多くの先生方のご参加をお待ちしています。

日　　時：令和元年11月24日（日）
　　　　13：30～16：30（13：00受付）

場　　所：川越市南文化会館（ジョイフル）
　　　　　　川越市今福1295-2
　　　　　　TEL 049-248-4115

演　　題：「眼科の緊急疾患～角膜疾患と緑内障」

講　　師：日本小動物医療センター眼科　小野　啓　先生

参 加 費：埼玉県獣医師会会員　　　　無料
　　　　　会員以外の受講者　　　 5,000円

西支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（1）　小2（4）　小3（10））
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予　　告

北支部長　大橋　邦啓
学術委員　髙野　宜彦

　猫の心疾患といえば、誰でも思い浮かべるのが心筋症ですよね。犬だと慢性房室弁疾患や心筋症、不整脈、
先天性心疾患など、心臓病の種類は多いのですが、猫と言われるとピンとこない部分も多いのではないでしょ
うか。
　猫の心筋症は、遭遇率で言えば確かに多い病気ですが、他の心臓病に出会うこともあります。心筋症に固
執して、実は違う心疾患だった…なんてことにならないよう、猫にはどのような心疾患があって、どのよう
な特徴があるのかを、今回、詳しく解説していただきます。
多くの先生方のご参加をお待ち申し上げております。

日　　時：令和元年12月15日（日）
　　　　　13：30～17：00

場　　所：アリオ深谷３階
　　　　　男女共同参画推進センター（L・フォルテ）多目的ホール
　　　　　深谷市上柴町西4-2-14（キララ上柴内）
　　　　　TEL 048-573-4761
　　　　　※JR高崎線深谷駅南口より無料の市内循環バスが運行しています。
　　　　　　電車でお越しの方は循環バスをご利用ください。

演　　題：「心筋症だけじゃない猫の心臓病」

講　　師：宮崎大学　獣医内科学研究室　中村　健介　先生 

参 加 費：埼玉県獣医師会会員　　　無料
　　　　　会員以外の受講者　　 3,000円

北支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（1）　小3（6））

高崎線

★
アリオ深谷

上柴中学校

上柴中央公園

深谷市男女共同参画
推進センター
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東支部長　渋谷　正志
学術委員　田口　　修

　東支部では、12月８日（日）松木　直章先生（犬と猫の内科の病院　まつき動物病院　院長）をお招きし、
内分泌学「犬のクッシング症候群とアジソン病」と題して学術講習会を開催いたします。

日　　時：令和元年12月８日（日）
　　　　　14：30～18：00頃（受付14：00～）
　　　　　※講演内容、休み時間などで多少前後いたします。

場　　所：越谷サンシティ
　　　　　越谷市南越谷1-2876-1
　　　　　TEL 048-985-1111

演　　題：内分泌学「犬のクッシング症候群とアジソン病」

講　　師：犬と猫の内科の病院　まつき動物病院　院長　松木　直章　先生

参 加 費：埼玉県獣医師会会員　1,000円（シラバス代、飲み物代含む）
　　　　　会員以外の受講者　　5,000円（シラバス代、飲み物代含む）

東支部学術講習会のお知らせ
（獣医師生涯研修事業ポイント対象　カリキュラム番号　小2（1）　小2（4）　小3（12））
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支　部　名 氏　　　　　名 診療所所在地・名称
南 森　田　明　彦 川口市・木曽呂の森どうぶつ病院
西 （転入）栢　森　康　司 入間市・高倉動物病院
西 （転入）廣　田　賢　司 入間市・アリスどうぶつクリニック
北 落　合　幸　介 熊谷市・熊谷夜間救急動物病院
東 （転入）伊　藤　宏　太 加須市・こうたアニマルクリニック
東 （転入）村　上　彬　祥 越谷市・大相模動物クリニック

開業部会

新　入　会　員
新入会員報告
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日本獣医師会主催 2019動物感謝デー in JAPAN 開催される

　令和元年10月５日（土）、日本獣医師会主催による2019動物感謝デーin JAPANが東京都立駒沢オリンピッ
ク公園中央広場で開催されました。
　この動物感謝デーは、「獣医師、獣医療のはたすべき社会的役割とともに、動物の社会参加の促進のため
の動物の福祉と愛護精神の高揚を図り、また、広く一般市民に普及・啓発することにより、獣医事並びに動
物の福祉及び適正飼養に関する施策推進を通じ、人と動物が共存する豊かで健全な社会の形成に寄与するこ
と」を開催目的とし、昨年は、日本獣医師
会創立70周年記念事業との兼ね合いで、12
月に二子玉川ライズで開催されましたが、
今年は従来の時期と会場に戻しての開催
となりました。
　当日は晴天に恵まれましたが、強い風と
真夏のような強い日差しの１日となりま
した。しかし、各イベントは多数の家族連
れなどで賑わい、ペットを連れた来場者も
多くみうけられました。
　午前10時からの開会式では、主催者を代
表して藏内勇夫日本獣医師会会長が挨拶
し、来賓の国会議員の祝辞や紹介がありま
した。続いて、本会会員で諏訪流放鷹術保
存会鷹匠の大橋邦啓先生（北支部）による
放鷹術が披露され、鷹のハリスホーク号が開会宣言文をステージ上の藏内会長に運びました。
　開会式の後、メインステージでは「感染症対策と狂犬病予防の大切さを知ろう」、「知っていますか？獣医
師の仕事」「動物病院をもっと知ろう!動物看護師の仕事」など、獣医師の仕事がわかりやすく紹介されました。
　また、中央広場では、馬とのふれあいコーナーや獣医師を体験できるコーナーが設置されるとともに、「警
察犬・災害救助犬のデモンストレーション」、大橋邦啓先生が率いる放鷹義塾による「鷹匠による伝統技術

ひ　ろ　ば

開会式で挨拶する藏内勇夫日本獣医師会会長

藏内会長に開会宣言を運んだハリスホーク号



7

のデモンストレーション」など多彩なイベントが行われ、１万５千人の来場者で一日中会場は賑わっていま
した。
　また、日本獣医学生協会の200名以上の学生が運営に協力し、会場を盛り上げていました。
賑わう埼玉県獣医師会のブース
　地方獣医師会のコーナーでは、全国各地の特産物の試食や販売が行われました。
　埼玉県獣医師会のブースでは、安全・安心な牛肉生産に取り組む農場管理獣医師協会の活動紹介と併せて、
埼玉県が全国に誇る特産の「狭山茶」も生産者の協力を得て試飲・販売を行いました。
　例年好評の埼玉県産ブランド牛「彩さい牛」の串焼きは、ご協力いただいている熊谷市のホテルヘリテイ
ジがラクビーワールドカップ参加チームの宿泊先となったため、残念ながら今回は出展することができませ
んでした。

オリンピック記念塔と埼玉県のブース 鷹匠のデモンストレーション
左から　�大橋邦啓先生（北支部）、川手龍太朗先生（団体支部）

右から　�中村滋副会長、藏内勇夫日本獣医師会会長、髙橋三男会長、鳥海弘動物感謝デー企画検討委員長（神奈川県獣
医師会会長）、狭山茶生産者　平塚省吾様（入間市）、林繁雄理事
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南支部学術講習会開催報告
南支部長　宗像　俊太郎
学術委員　松尾　　英治

　10月２日（水）TKP大宮ビジネスセンターにて共立製薬株式会社様協賛のもと、「猫慢性腎臓病治療薬　
最新アップデートセミナー」というテーマで東レ株式会社獣医師松浦巧先生にご講演していただきました。
　猫の慢性腎臓病の病態から治療指針についての解説、またプロストナトリウムを有効成分とする経口プロ
スタサイクリン製剤を中心に、様々な研究報告や発売後の評価などお話がありました。
　遅い時間にもかかわらず、多くの質問や講師の先生の豊富な知識もあり活発な質疑応答も行いました。

＜参加者内訳＞

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

28名 3名 17名 0名 0名 1名 1名 6名

北支部学術講習会開催報告
北支部長　大橋　邦啓
学術委員　髙野　宜彦

　北支部では、10月６日（日）に札幌夜間動物病院の遠藤雄介先生をお招きし、「周術期の麻酔モニタリング」
と題した学術講習会を開催いたしました。
　今回の講習会では、日々の手術でも遭遇する麻酔管理の落とし穴やモニターに表示されるパラメータの読
み方についてご講演頂きました。また、麻酔に関わる問題点など、実際の症例をもとに詳細に解説して頂き
ました。
　質疑応答も活発で、大変有意義な講習会でした。

<参加者内訳>

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 農林支部 団体支部 会員外

39名 1名 1名 1名 15名 1名 1名 1名 18名
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　９月26日（木）、川越カントリークラブにおいて、第147回埼玉県獣医師会ゴルフ同好会コンペが開催され

ました。

　秋晴れの中、ナイスショットの声が響き渡り、ハイレベルかつ楽しみながらのラウンドとなりました。

　成績は、以下のとおりとなります。

氏名（所属） ネットスコア
優　勝 岡田　憲次　先生（西支部） 63
準優勝 山田　和男　先生（北支部） 70
第３位 吉田　初雄　先生（北支部） 73

※：同ネットの場合は年齢順

ベストグロス　岡田　憲次先生（西支部）77

　次回は、12月19日（木）鳩山カントリークラブで開催予定です。

　ゴルフに興味のある方、初心者の方も是非ご参加ください。

第147回　埼玉県獣医師会ゴルフ同好会コンペ結果報告
幹事　高野辺　智和（賛助会員）

増田　　　淳（衛生支部）

左から　�準優勝の山田和男先生、長谷川繁雄ゴルフ同好会会長、�
優勝の岡田憲次先生、第３位の吉田初雄先生
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※�出席を希望される方は11月13日（水）までに埼玉県獣医師会事務局まで電子メールや電話、�
FAXなどで連絡してください。
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※別添省略

※別添省略

元日獣発第181号
令和元年９月21日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人日本獣医師会

会長　藏　内　勇　夫
（公印及び契印の押印は省略）

和牛精液や受精卵の凍結処理・保存に用いる液体窒素の販売に係る�
取扱いについて（依頼）

　このことについて、令和元年９月３日付け元生畜第663号をもって、農林水産省生産局畜産部畜産振
興課長から別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は、農林水産省に設置された「和牛遺伝資源の流通に関する検討会」が７月２日に公
表した「中間とりまとめ」を踏まえ、液体窒素の販売事業所において液体窒素の販売をする場合には、
購入者に対する利用目的の問いかけ、身分の確認を行うなど、畜産関係以外の方々にも協力を依頼した
旨の周知を依頼されたものです。
　つきましては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。

元日獣発第187号
令和元年10月３日

地方獣医師会会長　各位
公益社団法人日本獣医師会

会長　藏　内　勇　夫
（公印及び契印の押印は省略）

「特定家畜伝染病防疫指針に基づく発生予防及びまん延防止措置
の実施に当たっての留意事項について」の一部改正等について

　このことについて、令和元年９月11日付け元消安第2268号及び2269号をもって、農林水産省消費・安
全局長から別添のとおり通知がありました。
　このたびの通知は「高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染
病防疫指針」（平成27年９月９日農林水産省大臣公表）及び「口蹄疫に関する特定家畜伝染病防疫指針」
（平成27年11月20日農林水産大臣公表）の一部改正に伴い、それぞれの「特定家畜伝染病防疫指針に基
づく発生予防及びまん延防止措置の実施に当たっての留意事項について」が一部改正等された旨、周知
を依頼するものです。
　ついては、貴会関係者に周知方よろしくお願いいたします。
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地方獣医師会事務局　御中
　平素より大変お世話になっております。
　さて、農林水産省から、昨日、豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針の改正され、豚コレラの予防的
ワクチン接種に伴う都道府県の家畜防疫員の確保についての協力が依頼されましたので、貴会会員に周知の
ほどお願い申し上げます。
 公益社団法人日本獣医師会

元消安第2915号
令和元年10月15日

公益社団法人　日本獣医師会会長殿
農林水産省消費・安全局動物衛生課長

豚コレラの予防的ワクチン接種に伴う都道府県の家畜防疫員の確保につ
いての協力のお願い

　日頃より家畜衛生の推進にご尽力いただいておりますことに感謝申し上げます。
昨年９月に発生しました豚コレラについては、飼養豚での発生が継続するとともに、野生いのししにも
本病ウイルスが浸潤・感染区域が拡大していることを踏まえ、今般、特定家畜伝染病防疫指針を変更し、
予防的ワクチン接種を認めることとしました。
　予防的ワクチン接種に際しては、家畜伝染病予防法第６条に基づき都道府県知事の命令により家畜防
疫員が接種する必要がありますので、十分な家畜防疫員の確保のため、各都道府県では民間獣医師を臨
時職員として任用し家畜防疫員に任命する等の方策を検討しているところです。
　つきましては、上記に関して各都道府県より要請があった場合は、差し支えない範囲で協力いただく
よう貴会員及び傘下団体に呼び掛けていただきますようお願いいたします。

広告
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事 務 連 絡
令和元年10月11日

県内畜産関係機関の長　様
埼玉県農林部畜産安全課長

丸山　盛司（公印省略）

豚コレラ発生に伴う畜産関係車両の消毒の徹底について（依頼）

　日頃、本県の家畜衛生行政の推進に御理解、御協力いただき御礼申し上げます。
　さて、県は本庄市及び神川町の養豚場において豚コレラの疑似患畜が確認されたことに伴い、下記の
とおり、畜産関係車両の消毒ポイントを設置しています。
　つきましては、貴会におかれましても、本病のまん延防止のため会員あて消毒ポイントにおける車両
消毒の徹底について、周知くださるようお願いいたします。
　併せて、農場を出入りする際の消毒等の衛生対策についても引き続き徹底するよう周知をお願いいた
します。
　なお、消毒ポイントに関するお問い合わせは、現地対策本部移動規制班あてにお願いいたします。

記

１　対象車両
　　農場に出入りする畜産関係車両
２　設置期間
　　令和元年10月14日（月）から
３　消毒ポイント所在地及び稼働時間
　　別添のとおり
４　問い合わせ先
　　現地対策本部　移動規制班（川越家畜保健衛生所内）
　　担当者：関根貴司
　　TEL：049-225-4141
　※本県における豚コレラ発生情報は以下のホームページからご覧ください
　http://www.pref.saitama.lg.jp/a0908/katikuboueki-top/csf.html
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事 務 連 絡
令和元年10月18日

県内畜産関係機関の長　様
埼玉県農林部畜産安全課長

丸山　盛司

消毒ポイント(寄居林業事務所)における注意事項について（通知）

　日頃、本県の家畜衛生行政の推進に御理解、御協力いただきお礼申し上げます。
　さて、令和元年10月11日付事務連絡で依頼しました、豚コレラ発生に伴う畜産関係車両の消毒の徹底
について、寄居林業事務所は４トントラック以上の車両が進入できません。
　つきましては、４トントラック以上の車両の場合は、お手数をおかけしますが他の消毒ポイントを御
利用いただきますようお願いいたします。

記

１　問い合わせ先
　　現地対策本部　移動規制班（川越家畜保健衛生所内）
　　担当者：関根貴司
　　TEL：049-225-4141

畜安第6 0 3 - 3号
令和元年10月18日

公益社団法人　埼玉県獣医師会
　　　　　　　会　長　髙橋三男　様

畜産安全課長

豚コレラに関する正しい知識の普及等について

　日頃から、家畜衛生の推進に御協力いただき感謝申し上げます。
　さて、標記の件について、別紙のとおり令和元年10月15日付け元消安第2910号・元食産第2753号・元
生畜第921号により通知がありました。
　今月15日、豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針の一部改正に伴い、ワクチン接種推奨地域に指
定されている本県では、現在、県内飼育豚への予防的ワクチン接種に向けた準備を進めております。
　ついては、貴会会員に御周知いただくとともに、ワクチン接種に係る風評被害防止のための普及・啓
発について、御理解・御協力をよろしくお願いします。
　なお、関係機関等へは別添のとおり通知しました。

※別紙省略
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（別添）
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令和元年10月11日

豚コレラの疑似患畜の確認について（県内３例目）

　本日（10月11日）、本庄市内の養豚農場において豚コレラの疑似患畜が確認されました。
１　確認された事柄
　⑴　農場の所在地
　　　　異常を確認した農場:本庄市
　　　　関連農場:神川町
　⑵　飼養頭数
　　　　異常を確認した農場:肥育豚 224頭
　　　　関連農場:繁殖豚　160頭、肥育豚　500頭、子豚　1,200頭
　　　　計2,084頭
２　経過
　⑴　昨日（10月10日）、家畜防疫員（県の職員）が本庄市の養豚場から豚の異常の通報を受け、養豚
農場の立入検査を実施したところ、豚に異常が見受けられました。
　⑵　同日（10日）、当該農場の豚について検査を実施した結果、11日に豚コレラ陽性となりました。
　⑶　本日（11日）、県から農林水産省に報告し、豚コレラの疑似患畜と判定されました。
３　県の対応
　本日、12時30分から知事を本部長とする第3回緊急対策本部会議を開催し、家畜伝染病予防法及び豚
コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針に基づく防疫方針を決定し、防疫措置を実行する予定です。
４　その他
　⑴　豚肉を食べることにより、豚コレラウイルスが人に感染することはありません。
　⑵　 豚コレラは、現場で取材される際などに靴底や車両などからウイルスが拡散するおそれがありま

す。このため、農場はもとより、周辺農場への取材については、厳に慎んでいただくよう御協力
をお願いします。

「第３回埼玉県豚コレラ緊急対策本部」会議の開催について
　○　日時　　令和元年10月11日（金）12時30分～
　○　場所　　庁議室

埼玉県で発生した豚コレラについて
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豚コレラの発生状況
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
₅月

₆月14日（金） 
～16日（日）

第98回日本獣医麻酔外科学会/第110回日本獣医循環器学会/第65回日本獣医画像診断学会
2019春季合同学会　（さいたま市　大宮ソニックシティ）

₇月15日
（月・祝）

東支部 
「ふだんは治療がうまくいくけど、たまに
痛い目に遭うことがある犬の肥満細胞腫
アップデート」 
日本小動物医療センター　小林哲也　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）
₈月

₉月₁日（日）

北支部 
「僧房弁閉鎖不全症～エビデンスでみる内
科から外科への移行のタイミング～」 
近畿動物医療研修センター附属動物病院　
森拓也　先生 

（熊谷市　ホテルシティーフィールドかごはら）

₉月₁日（日）

東支部 
「麻酔学；周術期のモニタリング」 
日本獣医生命科学大学　神野　信夫　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）

10月６日（日）

北支部 
「周術期の麻酔管理（仮）」 
札幌夜間動物病院　遠藤雄介　先生 

（深谷市　深谷男女共同参画推進センター）

10月18日（金）

北支部 
「AMRを考える　産業動物診療
を基礎から見直そう！正しい薬
の使い方について」 
麻布大学　佐藤　礼一郎　先生 

（熊谷市　熊谷家畜保健衛生所）
→延期

10月20日（日）

西支部 
「腎泌尿器疾患で押さえておきたい７つのこと」 
日本獣医生命科学大学　宮川　優一　先生 

（川越市　川越南文化会館）

10月27日（日） 2019年度　関東・東京合同地区獣医師大会（千葉）獣医学術関東・東京合同地区学会
（千葉市　幕張メッセ）

11月４日
（月・祝）

南支部 
「疑問を徹底解説～新ACVIM新ガイドライ
ン2019～」 
近畿動物医療研修センター附属動物病院　森拓也　先生 

（さいたま市　大宮ソニックシティ）

11月24日（日）

西支部 
「眼科の緊急疾患～角膜疾患と緑内障」 
日本小動物医療センター　小野　啓　先生 

（川越市　川越南文化会館）

12月８日（日）

東支部 
「内分泌学；犬のクッシング症候群とアジソン病」 
まつき動物病院　松木　直章　先生 

（越谷市　越谷サンシティ）

令和元年度埼玉県獣医師会学術広報版
（令和元年10月２０日現在）
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生

12月15日（日）

北支部 
「心筋症だけじゃない猫の心臓病」 
宮崎大学　中村　健介　先生 

（深谷市　深谷男女共同参画推進センター）

令和₂年
₁月19日（日）

南支部 
「演題　未定」 
日本小動物医療センター　小林哲也　先生 

（さいたま市　さいたま共済会館）

₁月26日（日）

さいたま市支部 
「麻酔学（演題未定）」 
どうぶつの総合病院　淺川　誠　先生 

（さいたま市　ホテルブリランテ武蔵野）

₁月26日（日）

西支部 
「演題　未定」 
東京大学　大野　耕一　先生 

（川越市　川越南文化会館）

₂月
農林支部 
令和元年度埼玉県家畜保健
衛生業績発表会

衛生支部 
健康福祉研究発表会 
食肉衛生技術研修会

₂月₇日（金） 
～₉日（日）

2019年度　日本獣医師会獣医学術学会年次大会（東京）
（東京国際フォーラム）

₂月16日（日）

西支部 
「演題　未定」 
日本獣医生命科学大学　水越　美奈　先生 

（川越市　川越南文化会館）

₃月15日（日）

さいたま市支部 
「麻酔学（演題未定）」 
どうぶつの総合病院　淺川　誠　先生 

（さいたま市　埼玉会館）
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10月11日　埼玉県養豚協会研修会（熊谷市　ホテ
ルガーデンパレス）中止

10月13日　獣医公衆衛生講習会（関東地区）（神
奈川県横浜市　神奈川県総合医療会
館）中止

10月14日　ソフトボール大会（さいたま市　大宮
けんぽグラウンドSフィールド）中止

10月16日　第２回獣医事調査委員会（さいたま市　
埼玉県農業共済会館）

10月18日　北支部学術講習会（熊谷市　熊谷家畜
保健衛生所）延期

10月20日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

10月21日　第63回公衆衛生大会（さいたま市　埼
玉会館）

10月23日　第4回理事会（さいたま市　埼玉県農
業共済会館）

10月27日　2019年度関東・東京合同地区獣医師大
会（千葉）、獣医学術関東・東京合同
地区学会（千葉県千葉市　幕張メッセ）

11月４日　南支部学術講習会（さいたま市　大宮
ソニックシティ）

11月14日　動物愛護フェスティバル2019（熊谷市　
埼玉県動物指導センター）

11月16日・17日　ドリームフェスタ（草加市　ま
つばら綾瀬川公園）

11月24日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

11月25日　日本医師会・日本獣医師会連携シンポ
ジウム（東京都文京区　日本医師会館）

12月８日　東支部学術講習会（越谷市　越谷サン
シティ）

12月10日　集合狂犬病予防注射実施者講習会（さ
いたま市　大宮ソニックシティ）

12月15日　北支部学術講習会（深谷市　深谷男女
共同参画センター）

１月19日　南支部学術講習会（さいたま市　さい
たま共済会館）

１月23日　埼玉県狂犬病予防協会研修会（桶川市　
さいたま文学館）

１月26日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

１月26日　さいたま市支部学術講習会（さいたま
市　ホテルブリランテ武蔵野）

２月７日～９日　2019年度日本獣医師会獣医学術
学会年次大会（東京都千代田区　東京
国際フォーラム）

２月16日　西支部学術講習会（川越市　川越南文
化会館）

２月16日　第3回関東・東京合同地区理事会（千
葉県千葉市　東天紅）

３月15日　さいたま市支部学術講習会（さいたま
市埼玉会館）

９月６日　関東・東京合同地区獣医師大会（栃木）
（栃木県栃木市　栃木総合文化セン
ター）

事　務　局　メ　モ
ホームページ会員専用ページ　入室は　URL  http://www.saitama-vma.org/

ID：SVMA（半角・大文字）　パスワード：MITSUO（半角・大文字）
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編　集　後　記
　暦の上では、晩秋の始まりである寒露が10月
８日、24日が霜降、冬となる立冬が11月８日だ
そうです。暦はもともと大陸の中原で作られた
もので、ユーラシア大陸から離れた日本列島に
おいては季節が僅かに異なるように感じられま
す。今年も寒露の頃、金木犀がほのかに香り、
晩秋の冷気を感じました。新月が９月29日で11
日が十三夜になり月を愛でることができること
を心待ちにしていたところ、史上稀な巨大台風
19号の襲来で月見どころか、門戸を固く閉ざし、
敷地内の様々なものに暴風雨対策を施すことと
なりました。自然の猛威の前には、人々は首を
すくめて脅威の去るのを待つばかりでした。古
来、天然の災禍に度々見舞われていた我が民族
は、天を恐れ祈りつつ耐えてきました。自然を
制御することなど夢想することもありませんで
した。土木工学や建築工学は自然災害を抑え込
んで人々が安全に過ごせる都市および住環境を
創出できることを目的としているように見えま
す。治水目的のダムは作られたその瞬間から土
砂の堆積が始まり寿命までのカウントダウンが
始まります。人智で計った降雨量を超えれば、
緊急放流してダムを守るために下流域の安全は
放棄されることも明らかとなりました。自然を
科学で制御することは不可能であることを理解
し自然災害を含む自然との共存の道筋を見出す
ことに方針を転換することも一考ではないで
しょうか。
　政治スローガンでは、安全安心な社会の構築
と言いますが、真に安全な社会などあり得ない
という現実こそ知るべきでしょう。社会に常に
存在する危険やリスクを周知、理解したうえで、
それぞれが身を処することが肝要かと思われま
す。
　本会報既報の通り、本県において豚コレラが
発生しました。これは天然の災害ではありませ
ん。ワクチンという防御武器の使用を禁じて、
徒手空拳で豚コレラに対抗することを命じた国
家による災禍とも言えます。中部地方の10万頭
を超える豚の犠牲の上に初めてワクチン接種の
再開が決定されましたが、手続きに手間取り22

日現在11月初旬に接種が始まるようです。
　感染症防御の実際では、ヒューマンエラーは
常に考慮すべきリスクファクターです。今回の
豚コレラも、水際の防疫に齟齬が生じ中国大陸
で流行している豚コレラが岐阜県に侵入し感染
が拡大しました。国の行う検疫体制が完璧であ
れば豚コレラは我が国に侵入することはなかっ
たはずです。防御線が突破された後の防御策が
無策であったがために10万頭を超える犠牲を払
うこととなりました。このことの責任は、第一
義的には農水省において防疫方針を決定した獣
医師にあることは明らかですが、我が国の獣医
師の一人一人が防疫に関して少なからず責任を
負うべきであるということも自覚すべき事柄と
考えます。豚コレラを我国への侵入を看過した
責任及び責任者、まん延防止策を誤った責任と
その責任者これらを明確にし、今後の防疫計画
を再構築することが肝要と思われます。岐阜県、
愛知県、長野県では完璧な感染防御を整えてい
るはずの県の畜産施設においても豚コレラの侵
入を許しています。現場の防疫では常にヒュー
マンエラーは付き纏います。従ってそのヒュー
マンエラーをカバーする２重３重の防御策を講
じることこそ本来求められる防疫体制と考える
べきでしょう。防疫方針を決定する獣医師、実
践する獣医師それぞれが状況に応じて既定の方
針を柔軟に運用する知識と権能を有し相互の情
報交換と意思決定を容易にして状況に応じた防
疫が実践され結果として国民の負託に応えられ
るようにしたいものです。今回のラグビー日本
チームのように一人一人がチームのために今何
を為すべきか考え実践できる組織作りが求めら
れています。
　天然の災害は自然との共存の道を求めて最小
限の災禍にするように努力しなければなりませ
ん。豚コレラをはじめとする感染症は、天然の
災害ではなく、科学の成果を以て制御できる対
象であることを認識し、人々が相互に協力して
駆逐したいものです。豚コレラの制圧を祈りつ
つ会報をお届けいたします。
 （初雁）



わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章

広告
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